
令和２年２⽉１３⽇

資料２

「⽔防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく
江の川（下流）・⾼津川流域の減災に係る取組について

令和元年度 第２回協議会

江津市、川本町、美郷町、⾢南町、島根県、
松江地⽅気象台、国⼟交通省中国地⽅整備局

江の川⽔系(下流)⼤規模氾濫時の減災対策協議会

益⽥市、島根県、松江地⽅気象台、
国⼟交通省中国地⽅整備局

⾼津川⽔系⼤規模氾濫時の減災対策協議会
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（２）令和２年度の実施予定

（３）今後のスケジュール

（１）令和元年度の実施状況
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（１）令和元年度の実施状況
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「⽔防災意識社会」の再構築に向けた緊急⾏動計画の改定

・国及び都道府県管理河川の全ての対象河川において、⽔防法に基づく
協議会を設置
・協議会に利⽔ダム管理者やメディア関係者など多様な関係機関の参画
・⼟砂災害への防災体制、防災意識の啓発などに関する先進的な取り組
みを共有するための連絡会を設置

（１）関係機関の連携体制（１）関係機関の連携体制

①情報伝達、避難計画等に関する事項
・要配慮者利⽤施設における避難確保︓避難確保計画の作成を進めると
ともにそれに基づく避難訓練を実施
・多機関連携タイムライン︓多くの関係機関が防災⾏動を連携して実施
することが必要となる都市部等の地域ブロックで作成
・防災施設の機能に関する情報提供︓ダムや堤防等の施設の効果や機能、
避難の必要性等に関して住⺠等へ周知 等

（２）円滑かつ迅速な避難のための取組（２）円滑かつ迅速な避難のための取組

②平時からの住⺠等への周知・教育・訓練に関する事項
・防災教育の促進︓防災教育に関する⽀援を実施する学校を教育関係者
等と連携して決定し、指導計画の作成⽀援に着⼿
・共助の仕組みの強化︓地区防災計画等の作成促進、地域の防災リー
ダー育成を推進
・住⺠⼀⼈⼀⼈の適切な避難確保︓マイ・タイムラインの作成等を推進
・リスク情報の空⽩地帯の解消︓ダム下流部の浸⽔想定図の作成・公表、
⼟砂災害警戒区域等の指定の前提となる基礎調査の早期完了 等
③円滑かつ迅速な避難に資する施設等の整備に関する事項
・危機管理型ハード対策︓決壊までの時間を少しでも引き延ばす堤防構
造の⼯夫を実施する箇所の拡充
・危機管理型⽔位計︓災害時に危険性を確認できるよう、機能を限定し
た低コストの⽔位計を設置
・円滑な避難の確保︓代替性のない避難所や避難路を保全する砂防堰堤
等の整備
・簡易型河川監視カメラ︓災害時に画像・映像によるリアリティーのあ
る災害情報を配信できるよう、機能を限定した低コストの河川監視カメ
ラを設置 等

（３）被害軽減の取組（３）被害軽減の取組
①⽔防体制に関する事項
・重要⽔防箇所の共同点検︓毎年、出⽔期前に重要⽔防箇所や⽔防資機
材等について河川管理者と⽔防活
動に関わる関係者（建設業者を含む）が共同して点検
・⽔防に関する広報の充実︓⽔防活動に関する住⺠等の理解を深めるた
めの具体的な広報を検討・実施 等
②多様な主体による被害軽減対策に関する事項
・市町村庁舎等の施設関係者への情報伝達︓各施設管理者等に対する洪
⽔時の情報伝達体制・⽅法について検討
・洪⽔時の庁舎等の機能確保のための対策の充実︓耐⽔化、⾮常⽤電源
等の必要な対策については各施設管理者において順次実施のうえ、実施
状況については協議会で共有
・⺠間企業における⽔害対応版BCPの策定を推進 等

・排⽔施設等の運⽤改善︓国管理河川における⻑期間、浸⽔が継続する
地区等において排⽔作業準備計画を作成
・排⽔設備の耐⽔性の強化︓下⽔道施設、河川の排⽔機場について、排
⽔機能停⽌リスク低減策を実施 等

（４）氾濫⽔の排除、浸⽔被害軽減に関する取組（４）氾濫⽔の排除、浸⽔被害軽減に関する取組

・堤防等河川管理施設の整備︓国管理河川において、洪⽔氾濫を未然に
防ぐ対策を実施
・⼟砂・洪⽔氾濫への対策︓⼈命への著しい被害を防⽌する砂防堰堤・
遊砂地、河道断⾯の拡⼤等の整備
・多数の家屋や重要施設等の保全対策︓樹⽊伐採、河道掘削等を実施
・本川と⽀川の合流部等の対策︓堤防強化、かさ上げ等を実施
・ダム等の洪⽔調節機能の向上・確保︓ダム再⽣を推進、ダム下流河道
の改修、⼟砂の抑制対策
・重要インフラの機能確保︓インフラ・ライフラインへの著しい被害を
防⽌する砂防堰堤、海岸堤防等の整備 等

（５）防災施設の整備等（５）防災施設の整備等

・計画的・集中的な事前防災対策の推進︓事前防災対策として地⽅公共団体が実施する「他事業と連携した対策」「抜本的対策（⼤規模事業）」を
⽀援する個別補助事業を創設
・TEC-FORCEの体制・機能の拡充･強化︓⼤規模⾃然災害の発⽣に備えた初動対応能⼒の向上 等

（６）減災・防災に関する国の⽀援（６）減災・防災に関する国の⽀援
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令和元年5⽉３１⽇協議会で、優先すべき検討課題を５項⽬設定

緊急⾏動計画
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①多機関連携型タイムラインの検討

タイムラインとは、住⺠の命を守る、さらに経済被害を最⼩化することを
⽬的に、「いつ」、「何を」、「誰が」の３つの要素を、防災に係わる組
織が連携し、災害に対するそれぞれの役割や対応⾏動を定めたもの

タイムラインとは、住⺠の命を守る、さらに経済被害を最⼩化することを
⽬的に、「いつ」、「何を」、「誰が」の３つの要素を、防災に係わる組
織が連携し、災害に対するそれぞれの役割や対応⾏動を定めたもの

タイムラインを構成する３つの要素
「いつ」 ⇒ ⾏動時刻︓主な災害の発⽣時点から逆算した時間帯

（例えば、台⾵を対象に、上陸する時間から逆算）
「何を」 ⇒ 防災⾏動︓事前に伴う防災⾏動内容（予め調整し決める）
「誰が」 ⇒ 防災機関や組織または住⺠（個⼈）

タイムラインの効果
●防災対応の漏れ・抜け・落ちの防⽌
●先を⾒越した早めの⾏動が可能
●防災関係機関の相互の役割の明確化
●顔の⾒える関係を作る事が出来る
●ふりかえりを⾏う事が出来る

いつ
（TLレベル）

誰が・誰と
（機関）

何を・
どうやって
（項⽬）



②防災教育の促進（減災に係る取組⽀援ツールの検討）
防災教育用資料の検討
目的：教育関係者と連携した防災教育の促進・強化
①防災教育資料、指導計画の作成
②実授業のフォローアップ

防災教育用資料の検討
目的：教育関係者と連携した防災教育の促進・強化
①防災教育資料、指導計画の作成
②実授業のフォローアップ

個人向け防災計画作成支援ツールの検討
目的：住民が主体的な行動をとるため防災計画支援
①マイハザードマップ＆マイタイムラインガイド
②洪水被害映像（ショートムービー）

個人向け防災計画作成支援ツールの検討
目的：住民が主体的な行動をとるため防災計画支援
①マイハザードマップ＆マイタイムラインガイド
②洪水被害映像（ショートムービー）

指導計画とは
わかりやすい授業の流れやポイントを整理した計画

⽔害のときはどうなる︖

社会「⾃然災害を防ぐ」の授業の流れ
①⽔害が起きている地区を⾒てみよう
②被害があったところの地図と写真をみてみよう
③どうして安全にくらせているのかな︖
④国や地域では⽔害から⼈々を守るために、どのような取り組み
が⾏われているだろう
⑤⽔害から⾝を守るために地域の住⺠は何ができるのだろう
⑥まとめ

教員が防災の
授業で活⽤で
きる防災教育
資料を提供

危険箇所を
マップに記⼊
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どのタイミン
グで⾏動する

マイハザードマップとは
危険箇所をマップに記⼊し、
安全に避難するルートを⽰し
た図（⾃分のためのマップ）

マイタイムラインとは
⾃分でいつどのような⾏動
をとるかを⽰した図
（⾃分のための⾏動計画）

どのような⾏
動をとるか
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③要配慮者利⽤施設における避難確保計画作成に対する⽀援策
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④排⽔計画（案）の検討

●排⽔計画（案）の検討イメージ
➢氾濫特性等の把握

浸⽔深や浸⽔継続時間・重要施設等の把握、ポンプ⾞等の
配置検討に必要となる箇所の整理 等

➢排⽔施設（排⽔ポンプ⾞が中⼼になると想定）等の配置検討
ルート検討、設置場所、待機箇所、留意事項等の検討 等

➢その他必要事項

⑤民間企業における水害対応版BCP策定を推進するための情報提供
衛水防●⽔害対応版BCPの検討イメージ
➢⽔害に関する情報提供

⺠間企業がBCPを策定する際に参考となる情報を提供する
（浸⽔深や浸⽔継続時間等）
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令和元年７⽉1１⽇幹事会
取組を推進するための情報提供取組を推進するための情報提供のお願い

国⼟交通省から⾃治体へ情報提供

事務局から各機関へ情報提供のお願い



定住外国⼈に対する避難情報を提供するためのアプローチに関する情報提供のお願い
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■情報提供のお願い
外国⼈を対象に避難情報を

提供する上で、考えられるア
プローチの⽅法について情報
提供をお願いしたい。

例えば、外国⼈地域サポーターへ相談︖
・島根国際センターを通して依頼︖
・江津市、益⽥市から依頼︖

（江津市、益⽥市には外国⼈地域サポーターがいる︖）

「島根県外国⼈地域
サポーター」とは

増⼤化する外国⼈住⺠の抱
える問題やニーズを把握し、
適切な⾏政サービスの利⽤
をサポートするため、外国
⼈住⺠と⾏政等の橋渡し役
を担う

■⽬的
定住外国⼈、観光客等を対象

に避難情報を提供したい。
情報提供のお願いです
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■情報提供のお願い
想定最⼤規模浸⽔想定区

域内に位置する⼤規模⼯場
へ⾃治体から情報提供をお
願いしたい。
（必要に応じて国からの⽀援も可）

まずは、⼤規模⼯場にどのようにア
プローチするか︖

例えば
・江津市であれば⽇本製紙などへのアプローチ

■⽬的
⺠間企業がBCPを策定する際

に参考となる情報を提供したい。
（浸⽔深や浸⽔継続時間等）

情報提供のお願いです

緊急⾏動計画
（平成31年3⽉29⽇通達）

⼤規模⼯場等の⾃衛
⽔防に係る取組の促進

洪⽔浸⽔想定区域内における⼤
規模⼯場等の⽴地状況を確認す
るとともに、市町村地域防災計
画に定められた⼤規模⼯場等の
浸⽔防⽌計画の作成状況、訓練
実施状況を確認する

民間企業における水害対応版BCP策定を推進するための情報提供のお願い



要配慮者利⽤施設の避難確保計画作成に向けた講習会開催マニュアルの紹介

12

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai
/jouhou/jieisuibou/pdf/21_koshukai_manual.pdf

• 国⼟交通省では、平成３０年３⽉に「講習会
の企画調整及び運営マニュアル」を作成しま
した。これを踏まえて平成３０年度には、全
国１２市町で先⾏的に講習会が開催されまし
た。
• 先⾏的に実施された講習会の知⾒をとりまと
め令和元年５⽉にマニュアルが改訂されまし
た。
•マニュアルは、講習会で活⽤できる資料の
フォーマット等を「活⽤ツール」として拡充
したほか、講習会を３つの開催⽅式から選択
できるようになっています。

改訂マニュアルは
こちらをクリック！

■情報提供（改訂マニュアルの紹介）

計画作成のための
情報提供です



13

国⼟交通省
浜⽥河川国道事務所



○教員の意向に沿い、授業に活⽤できる素材を整理した「防災授業の参考コンテンツ集」を作成し提供した。
○理科の防災授業の⽀援として出前講座を実施した。出前講座では、⽔害写真や洪⽔の映像を⾒せて⽔害の
恐ろしさを伝えた。防災授業は、⼩学校5年⽣を対象として⾏った。

■防災教育の促進：防災教育に関する支援を実施する学校を教育関係者等と連携して決定し、指導計画
の作成支援に着手 【理科の防災授業（出前講座）実施：川本小学校】

○浜⽥河川国道事務所が川本⼩学校へ提供した防災学習資料
を活⽤して、⼩学5年⽣を対象に防災授業で活⽤された。
○授業で活⽤できる素材を整理したコンテンツ集を作成した。

■成果

浜田河川国道事務所
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令和元年 8⽉ 2⽇ 第1回協議 素材提供、今後のスケジュール
令和元年 8⽉29⽇ 第2回協議 防災授業資料作成⽅針
令和元年 9⽉24⽇ 第3回協議 防災授業資料の確認
令和元年 9⽉29⽇ 防災授業（理科の授業︓2コマ出前講座）

第1回協議（R1.8.2実施) 出前講座実施（R1.9.29実施)
■防災教育に関する協議~防災授業⽀援のセットを提供〜

◆説明⽤パワーポイント

◆⽔害写真集

◆防災授業の参考コンテンツ集

国⼟交通省
より授業で
活⽤できる
機材を提供

防災教育や防災知識の普及

■今年度、情報提供（各市町に展開）
防災授業の参考コンテンツ集については各⾃治

体に提供（幹事会で提供）



○教員の意向に沿い、指導計画ではなく授業に活⽤できる素材を整理した「防災授業の参考コンテンツ集」
を作成して、提供した。

〇教材の活⽤については、各⾃治体に提供次年度の総合の授業に向け学校内で調整中である。

防災授業の参考コンテンツ集については各⾃治
体に提供（幹事会で提供）

■今年度、情報提供（各市町に展開）

浜田河川国道事務所
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防災授業⽀援教材について学校教員と協議防災授業の参考コンテンツ集

・授業で活⽤しやすい素材が整
理されていて良いと感じた。

・素材だけでなく、協⼒⽀援を
お願いする各機関の⼀覧も整
理されているので、写真や動
画だけでなく実際に⼦供たち
の素朴な疑問に答えてもらう
良い機会をつくることができ
るのでありがたい。

■学校教員からの意⾒

防災教育や防災知識の普及
■防災教育の促進：防災教育に関する支援を実施する学校を教育関係者等と連携して決定し、指導計画

の作成支援に着手 【総合の防災授業についての支援教材（コンテンツ集等）実施：吉田小学校】

担当教員との協議（R2.1.22実施)活⽤できそうな素材を授業
（理科・社会・総合）ごと
で、整理している。

防災授業の参考コンテンツ集（抜粋）

防災授業の参考コンテンツ集（⽬次）



■洪水浸水想定区域内の定住外国人、観光客等を対象とした避難情報の提供 【定住外国人を対象にした易しい日本語での防災講座】

浜田河川国道事務所
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－ 当⽇のスケジュールについて －
1. 受付
2. 開会挨拶
3. 防災講座（⽔害を知る、避難所・防災情報を知る）
4. アンケート
5. 閉会挨拶

２．開会挨拶

防災講座の内容

５．閉会挨拶

３．防災講座

レ ⽔害を知る
・パワーポイントによる説明
・洪⽔等映像を⾒て貰う

レ 避難所・防災情報を知る
・パワーポイントによる説明
・グループワークを⾏う

国⼟交通省 浜⽥河川国道事務所
⼤元副所⻑

グループワークの様⼦受講の様⼦

江津市
佐々⽊危機管理監

・この防災講座は、とても役に⽴
った。
・防災情報のことについて、たく
さん知ることが出来た。
・避難場所が何処にあるのか、よ
くわかった。
・今⽇の勉強は、⾯⽩くて、楽し
かった。

４．アンケート
（主な感想・意⾒等）

今回の防災講座に参加頂き、有り難う
御座います。

今⽇は、みなさんと⼀緒に、⽔害や避
難の情報を知るということについて、勉
強したいと思います。

こうしたことを通じ、外国⼈の⽅々が
江津市での⽣活を円滑に出来るよう願っ
ています。

皆さんが現在住んでいる江津市におい
ても、⼤きな洪⽔被害は⼗分起こりうる
場所です。

今⽇は、居住地周辺の避難場所や持っ
て⾏く物等を確認して貰いました。

いざと⾔う時は、そういったこと等に
ついて、質問・相談出来る⼈・場所に連
絡をとれるよう、準備しておいて下さい。

１．受付
〇参加者︓防災について学びたい外国⼈住⺠
ベトナム⼈（２８名）、タイ⼈（２名）、
インドネシア⼈（２名）

〇開催者
・江津市（７名）、
・国⼟交通省 浜⽥河川国道事務所（２名）、
・パシフィックコンサルタンツ（株）

想定最⼤規模降⾬における洪⽔浸⽔想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等
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多機関連携型タイムラインの検討 浜田河川国道事務所

• 早期復旧を迅速かつ正確に⾏
うために、復旧活動の初期段
階の⾏動項⽬を新たに確認・
整理した。

タイムライン
（令和元年度版）

完成

発⾜式

完成式

第1回検討会

防災情報
（気象・河川）

社会基盤
（⼟⽊）

（ライフライン）

避難対応・
社会基盤

（交通・運輸）

⼤規模避難
・救助

広報・報道

タイムライン試行版
試行運用開始

令和元年 6/11

令和元年5/30（高津川）・
5/31（江の川（下流））

令和元年 7⽉頃〜11⽉頃

令和元年 12/17

令和2年 1/16

• 第1回検討会において、
タイムライン試⾏版
（素案）を提⽰し、
⾃機関の役割・ミッ
ションを確認した。

• ⽔害シナリオに合わせた氾濫特性や被害状況を
把握しながら、対応すべき防災⾏動を確認した。

• テーマごとに議題を絞ることで、議論を活発化
させ、ブラッシュアップを図った。

• 検討会およびグループワー
キングを踏まえて改善され
たタイムラインを⽤いて、
関係機関全体で確認をした。

① ②

④

第3回検討会

減災対策協議会
幹事会

• 第1回検討会の結果を反映したタイムライン試⾏
版の試⾏運⽤を開始した。

令和元年 7/11

9/13 9/25 10/25

11/7 11/21

第2回検討会

令和2年 2/13

③

⑤

⽔害リスクマップを⽤いて
⽔害リスクを把握

⽔害リスクマップを⽤いて
⽔害リスクを把握

対応すべき防災⾏動を
関係機関間で議論

対応すべき防災⾏動を
関係機関間で議論

円卓形式で、全員が顔を合わせながら
「いつ」「誰が」「何を」

実施するのか確認

円卓形式で、全員が顔を合わせながら
「いつ」「誰が」「何を」

実施するのか確認

グループ
ワーキング

○平成30年7⽉豪⾬を踏まえ、江の川（下流）および⾼津川の多機関連携による防災⾏動の⾒える化を⽬的と
した「⽔害タイムライン（TL）」を出⽔期に作成し、検討会（3回）およびグループワーキング（5回）を通
じてブラッシュアップを図っていった。



○⾃営⽔防に係る取組の推進に向けて、浸⽔想定区域内に⽴地する⼤規模⼯場を対象として、⽔害リスクと
防災情報の⼊⼿⽅法に関する情報提供を⾏った。

○川の防災情報や⽔害リスクライン等について実際にスマートフォンを使ってレクチャーを⾏った。

⺠間企業への⽔害に関する情報提供
は、今回初の試みであったが、今後も
実施し、各企業の被害軽減策に関する
情報提供を⾏っていく予定。

■今後に向けて

浜田河川国道事務所
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■実施⽇及び時間:
令和2年1⽉22⽇（⽕）15:30〜17:00

■参加者:14名
■当⽇のスケジュール︓

15:30 開会
15:35 防災講座
17:00 閉会

⽔害リスクについて情報提供 防災情報の⼊⼿⽅法についての情報提供とレクチャー

被害軽減の取組

■多様な主体による被害軽減対策に関する取組：民間企業における水害対応版BCP策定を推進するため
の情報提供 【水害を対象とした防災講座の実施：安野産業株式会社】

■開催案内チラシ
・避難⾏動に移るための避難情報について

確認しておきたい。
・現地に⾏かなくても、PCから川の状況が

確認できるCCTVはぜひ活⽤したい。
・上流で降った⾬がどれくらいで下流に届

くのか知りたい。
・BCPの取組として耐⽔化等、⽔害に対す

る取組を進めていきたい。

■参加者の意⾒



○社会の防災授業の⽀援として⼩学校5年⽣を対象に、出前講座を実施した。出前講座では、⽔害写真で⽔害
の恐ろしさを振り返りつつ、国や地域の取組について写真やイラストを使ってわかりやすく勉強する座学と、
ハザードマップを使いながら、⾝近な危険や避難について考えるグループワークを実施した。

⑤防災教育の促進：防災教育に関する支援を実施する学校を教育関係者等と連携して決定し、指導計画
の作成支援に着手 【社会の防災授業（出前講座）実施：川本小学校】

○浜⽥河川国道事務所が川本⼩学校へ提供した防災学習資料
を活⽤して、⼩学5年⽣を対象に防災授業で活⽤された。
○授業で実施できる避難に関するグループワーク資料を作成した。

○避難に関する⼩学⽣向けのワークシートの事例を提供する
予定。

■成果

浜田河川国道事務所
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~⼩学⽣向けのワークシートの事例を提供〜

令和元年 8⽉2⽇ 第1回協議 素材提供、今後のスケジュール
令和元年 8⽉29⽇ 第2回協議 防災授業資料作成⽅針
令和元年11⽉26⽇ 第3回協議 ワーク内容の確認（2コマ⽬）
令和２年 1⽉27⽇ 防災授業（社会の授業︓出前講座2コマ）

出前講座（1コマ⽬︓座学） 出前講座（2コマ⽬︓グループワーク）
■防災教育に関する協議~グループワークで実施した内容〜

①危険を知る︓ハザードマップを使い⽅、
確認⽅法を学ぶ ③避難のタイミングを考える︓

河川の⽔位状況や気象警報を確認
し避難⾏動・タイミングを考える

防災教育や防災知識の普及

グループで考
えた避難経路
や気づきにつ
いて発表

⾝近な施設の
浸⽔深につい
てハザード
マップで確認

②避難を考える︓避難所までのルート
を考えて避難の時の危険を確認する



○浸⽔想定区域内に⽴地する⼤規模店舗を対象として⽔害リスク、防災情報の情報提供を⾏った。
○川の防災情報について実際にスマートフォンを使ってレーダー⾬量やCCTVカメラの使い⽅を教えた。
〇ゆめタウン店⻑より、災害時の店の役割の重要性、発災時の迅速な対応についてコメントがあった。

量販店は社会インフラの
役割も担っていることか
ら、災害時の店側の対応
は被災住⺠にとって重要
なものである。発災時に
迅速な対応ができるよう、
⽇頃から備えに努めたい。

■災害時の店の役割について

浜田河川国道事務所
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⽔害リスクについて情報提供 防災情報の⼊⼿⽅法についての情報提供

被害軽減の取組

■多様な主体による被害軽減対策に関する取組：民間企業における水害対応版BCP策定を推進するため
の情報提供 【水害を対象とした防災講座：イズミ・ゆめタウン益田】

■開催案内チラシ ■実施⽇及び時間:
令和2年1⽉30⽇（⽊）14:30〜15:30

■参加者:約25名
■当⽇のスケジュール︓14:30 開会

14:35 防災講座
15:30 閉会

ゆめタウン益⽥店
店⻑ 井上⽒

想定最⼤規模の洪⽔浸⽔
想定区域図について説明

⾼津川で起こった
⽔害について説明

スマホ検索



浜田河川国道事務所
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防災施設の整備等

■排水施設等の運用改善：国管理河川における長期間、浸水が継続する地区等において排水作業準備

計画を作成 【大規模氾濫時の排水作業準備計画（江の川・高津川）】

○⼤規模氾濫が発⽣した場合に、浸⽔被害を最⼩化するため、排⽔ポンプ⾞等を最⼤限に活⽤して、浸⽔
継続時間・範囲を速やかに低減させる排⽔作業準備計画の検討を⾏った。

○江の川（下流）。⾼津川の氾濫特性を踏まえ、排⽔ポンプ⾞等の配置場所を検討した上で、排⽔作業を
実施するために必要な排⽔作業事前準備ツールを作成した。
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松江地⽅気象台
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令和元年６月１２日より
〇台風の予報円及び暴風警戒域をより絞り込む改善
〇台風予報の信頼度をより的確に表現する改善

予報円の半径がこれまでよりも
平均して約20％小さくなった

○防災気象情報の改善（令和元年度実施）

松江地方気象台避難⾏動、⽔防活動に資する基盤等の整備
避難⾏動に資する情報提供設備の整備
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防災気象情報の基礎知識 24

令和元年6月28日13時実施

大雨警報（土砂災害）の「危険度分布」の高解像度化

５kmメッシュ 1kmメッシュ

この高解像度化により住民の避難が必要な範囲をより適確に示すことが可能となり、市町村が避難
勧告等を発令する際の対象地域の絞り込みの判断を支援するとともに、住民の方々に一層の「我が
事感」をもって危険度の高まりを把握いただく等、避難行動の判断を支援します。

⾼解像度化前（5kmメッシュ）
⾼解像度化後（1kmメッシュ）

⾼
危
険
度

低 今後の情報等に留意

極めて危険 【警戒レベル４相当】
⾮常に危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】

⼤⾬警報（⼟砂災害）の危険度分布
（⼟砂災害警戒判定メッシュ情報）

○防災気象情報の改善（令和元年度実施）

松江地方気象台避難⾏動、⽔防活動に資する基盤等の整備
避難⾏動に資する情報提供設備の整備
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松江地方気象台避難⾏動、⽔防活動に資する基盤等の整備
避難⾏動に資する情報提供設備の整備

○防災気象情報の改善（令和元年度実施）

令和元年１２月２４日より
〇危険度分布とリスク情報を重ね合わせて表示

浸⽔想定区域を
重ね合わせ

ボタンで切替ボタンで切替

⼟砂災害警戒区域等

凡例も
表⽰

⼟砂災害
警戒区域等を
重ね合わせ

表⽰
凡例も
表⽰

ボタンで切替ボタンで切替

 「防災気象情報の伝え方に関する検討会」（事務局：気象庁、国土交通省水管理・国土保全局、
国土交通省砂防部）において、リアルタイムの大雨の危険度と併せ、自分が住んでいる場所の危険性も
同時に確認できるよう、「危険度分布」とリスク情報を重ね合わせて表示する方向性が示された。

 住民の自主的な避難の判断や、市町村のより適切な避難情報の発令につながることを期待。
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島根県



○Ｒ２年度の取組みとして、危機管理型⽔位計5基、簡易型河川監視カメラ12基を整備（R2.3運⽤）。
また、島根県⽔防情報システムに関するチラシを作成し県⺠へ広く周知を⾏った。

■洪水に対しリスクの高い箇所を監視する危機管理型水位計・簡易型河川監視カメラの整備

島根県
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避難⾏動・⽔防活動に資する基盤等の整備

江の川

斐伊川

邑南町

美郷町

高津川

津和野町

吉賀町

浜田市

江津市

大田市

飯南町
奥出雲町

雲南市
安来市

隠岐の島町

海士町

西ノ島町

知夫村

出雲市

益田市

松江市

H30危機管理型水位計（１６基）

R01危機管理型水位計（ ５基）

R01簡易型河川監視カメラ（１２基）

危機管理型水位計等設置位置図（島根県）

市町村名 河川名

川本町 三谷川

美郷町 沢谷川

邑南町 出羽川

津和野町 名賀川

吉賀町 高津川

市町村名 河川名 市町村名 河川名

松江市 佐陀川 奥出雲町 斐伊川

出雲市 新内藤川 飯南町 神戸川３

出雲市 神戸川 邑南町 出羽川

出雲市 神戸川２ 江津市 八戸川

雲南市 三刀屋川 江津市 都治川

雲南市 三刀屋川２ 益田市 今市川

R2危機管理型水位計（５基） R2河川監視カメラ（１２基）

川本町

島根県水防情報システムに関するチラシ

危機管理型水位計設置例

通行者へのお知らせ



○関係機関と連携して⽔害（防災）教育の普及啓発に務めた。
■地域の洪水特徴を踏まえた水害（防災）教育の普及・充実

島根県

県・市町村職員向け
⽔防研修会の実施（島根県・松江地⽅気象台）

防災教育や防災知識の普及

⽇時 令和元年６⽉１６⽇（⽇）９︓００〜１１︓００
場所 ⼤⽥市役所４階 ⼤講堂
対象 ⾃主防災組織リーダー 約７０名
内容 防災気象情報と警戒レベル 松江地⽅気象台

⽔防情報の活⽤について 島根県河川課

⾃主防災組織リーダー向け
防災研修会の実施（島根県・松江地⽅気象台）

⽇時 令和元年６⽉７⽇（⾦）９︓００〜１２︓００
場所 島根県庁６階 講堂
対象 県・市町村職員 約２５名
内容 ⽔防法・島根県⽔防計画の概要 島根県河川課

防災気象情報の利活⽤ 松江地⽅気象台

⽇時 令和元年６⽉２２⽇（⽇）
内容 ５段階の「警戒レベル」と避難のタイミングについて

⽇頃からの災害の備えについて
島根県が配信する各種防災情報の⼊⼿先について

新聞広報による情報発信
考える県政の掲載（島根県）

⼩中学⽣等や保護者を対象とした防災学習会（島根県）

⽇時 ①令和元年8⽉28⽇（⽔）、②11⽉12⽇（⽕）、③10⽉20⽇（⽇）
場所 ①平⽥保育園、②みなみ保育園、③横⽥中学校
対象 ①３〜５歳児約１３０名、②２〜５歳児約１３０名、③中学３年⽣保護者約６０名
内容 ①②紙芝居・避難する時の合⾔葉、③防災情報の⼊⼿・ハザードマップの活⽤

⽇時 令和元年１２⽉９⽇（⽉）
場所 ホテル⼀畑
対象 宅地建物取引業従事者 約８０名
内容 洪⽔浸⽔想定区域図の概要・⼊⼿⽅法

不動産関連業界団体への
⽔害リスクに関する情報の解説（島根県）

28
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江津市



○江津市で外国⼈を対象とした防災講座を実施した。
○⾃分の家から近い避難所を確認し、避難経路や避難するための情報を地図やスマートフォンで確認した。
○今回の防災講座で使⽤した地図は、参加者が勤める企業で、壁にはりつけて使⽤することとなっている。

防災講座で使⽤した地図は、参加者が勤
める企業で、壁にはりつけて使⽤すること
となっている。⽇頃から防災に対する意識
づけを⾏うために、今回のような講座を定
期的に⾏う予定である。

■開催案内チラシ

■今後に向けて

江津市
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■開催までの経緯
9⽉24⽇ 江津市協議（第1回）
9⽉25⽇ 開催⽇時の決定、会場の予約

10⽉29⽇ 江津市協議（第2回）
11⽉11⽇ 江津市・浜⽥河川国道事務所合同協議
11⽉下旬 対象企業リストアップ、開催周知・案内
12⽉12⽇ 江津市・浜⽥河川国道事務所合同協議
12⽉中旬 参加者リスト、事前準備物の確認
12⽉21⽇ 事前協議
12⽉22⽇ 防災講座 開催

⾃分の家から近い避難所の確認 避難する道の確認 避難情報のサイトをダウンロードして登録

・防災講座、とても役に⽴った。
・避難するところがよく分かった。
・防災の情報をいっぱい知ることができた。
・いろいろな⾔葉が分かった。
・洪⽔と堤防について勉強になった。
・習うことは⼤切。
・今⽇の勉強はすごくおもしろかった。
・洪⽔のことを勉強してたくさん分かった。

■参加者の意⾒

■役割分担
・浜⽥河川国道事務所︓案内チラシ、説明資料、運営⽀援
・江津市︓会場予約、参加候補者リスト及び開催周知

当⽇の説明・運営

想定最⼤規模降⾬における洪⽔浸⽔想定区域図に基づくハザードマップの作成・周知等
■洪水浸水想定区域内の定住外国人、観光客等を対象とした避難情報の提供

【定住外国人を対象にしたやさしい日本語での防災講座】



江津市
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（２）円滑かつ迅速な避難のための取組

■要配慮者利用施設における避難確保：避難確保計画の作成を進めるとともにそれに基づく避難訓練

を実施 【要配慮者避難確保計画の作成のための説明会】

要配慮者避難確保計画の作成のための説明会を以下の⽇時で実施。

⽇時︓令和２年２⽉６⽇ 14︓00〜16︓00
場所︓江津市総合市⺠センター ２Ｆ 会議室
内容︓①河川災害に備えて（浜⽥河川国道事務所）

②避難確保計画（洪⽔）作成の留意点について（島根県河川課）
③⼟砂災害に備えて（島根県砂防課）
④計画の提出⽅法について（江津市総務課）

出席︓要配慮者利⽤施設24施設 28名が出席

■配布資料■開催の状況
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⾢南町
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邑南町内の防災士を対象として、気象台予報官を
講師に招き研修会を実施。

【実施日】
令和元年６月２６日 １９：００～

【対象者】
邑南町内の防災士を対象として実施 参加者３７名

【場所】
田所公民館

【研修内容】
・防災気象情報の利活用について
・自主防災組織における避難行動要支援者独自名簿の作
成について

【目的】
気象防災の専門的な知識の習得及び災害発生時にお

ける自主防災組織の具体的な取り組みなどの学習をと
おし、防災士のスキルアップを目的として実施。

○小中学校などと連携した江の川（下流）水系の洪水の特徴を踏まえた水害（防災）教育の普及・充実

【邑南町】

①住民自らが危機を認識した的確な避難行動を行うための取組
防災教育や防災知識の普及
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美郷町



「逃げキッド」によるマイ・タイムラインの取組事例 [島根県美郷町]

35美郷町洪水ハザードマップ
＜検討ツール『逃げキッド』＞

＜研修会の様子＞ ＜講師（進行役）＞

＜マイ・タイムライン作成の様子＞

令和元年6月29日に浜原地域連合自治会主催（講師：河川情
報センター）で、想定最大規模の洪水ハザードマップを活用し、
中国地方初となるマイタイムライン検討ツール「逃げキッド」を
使ったマイ・タイムライン研修会が開催されました。
マイ・タイムラインは、台風の接近等で、河川の水位が上昇す

る時に、自分自身がとる標準的な防災行動を時系列でとりまと
めるもので、「逃げ遅れゼロ」に向けた効果が期待されます。

美郷町における実施事例

進⾏役
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川本町
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【⽇時】
令和元年５⽉26⽇(⽇）

【参加⾃治会及び参加⼈数】
⽊路原⾃治会・・・47名、中新町⾃治会・・・40名
元町⾃治会・・・・54名、因原⾃治会・・・・127名

⾃治会参加者合計 268名
消防団・・・13名

【内容】
○江の川流域の⾃治会を対象に災害避難訓練を実施。
○役場災害対策本部との情報伝達訓練
○避難誘導、状況把握（避難世帯数、避難者数等の報告）
○⾃治会（⾃主防災組織）と消防団の連携による避難⾏動要⽀援者の避難確認
○避難所へ避難後、炊き出しの実施や災害備蓄品(簡易トイレ、段ボールベッド）の体験、を⾏っ
た。

＊⼟砂災害を想定した災害避難訓練を６⽉23⽇(⽇）に4⾃治会が参加し、実施した。

万が一の災害に備えるため、江の川の洪水を想定し、情報伝達訓練や避難訓練を実施

○⾃治会内の避難情報発令時の連
絡体制を確認することができた。
○避難場所及び避難経路を確認す
ることができた。
○役場対策本部と⾃治会との情報
伝達⽅法の確認ができた。
○災害対策本部における避難情報
発令時のマニュアルを確認した。
○防災知識の普及、啓発を
⾏った。

■成果

川本町災害避難訓練の実施
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益⽥市



益 田 市益⽥市防災訓練実施
（⽬的）
災害対策基本法第４８条に基づき、防災関係機関の連携を強化し、地域住⺠及び⺠間団体の協⼒、参加を得て、
より実践的な防災訓練を実施することにより、災害時における迅速、的確な対応が出来る体制の確⽴を⽬指す
とともに、住⺠の防災活動の重要性等、防災意識の⾼揚を図り、防災体制の万全を期することを⽬的とする。

・実施⽇時 令和元年１０⽉２７⽇（⽇）８︓００〜１１︓００
・実施場所 益⽥市⽴⻄益⽥⼩学校
・訓練想定 ⼤⾬による⾼津川・匹⾒川の洪⽔
・参加機関 益⽥市、益⽥広域消防本部、益⽥市消防団、益⽥警察署、益⽥市社会福祉協議会、

⽇本⾚⼗字社島根県⽀部、益⽥管⼯事業センター、NTT⻄⽇本島根⽀部、㈱ドローンクリエイト
⻄益⽥地区連合⾃治会

・実施内容 １部訓練 情報伝達訓練、避難訓練、ボランティアセンター運営訓練
２部訓練 ⽔防訓練、救助訓練
３部訓練 炊出訓練、消⽕訓練、煙体験ハウス、給⽔訓練、災害伝⾔サービス、AR浸⽔疑似体験、

避難所設営、救急法救命救急訓練、災害パネル展⽰
・参加⼈数 ５８５名

避難の様子 水防訓練の様子 救助訓練の様子
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益 田 市ハザードマップ住⺠説明会の実施

地 区 説明会場 開催日 出席者数

真砂地区 真砂公民館 7月2日（火） 30
益田地区 益田公民館 8月22日（木） 24
高津地区 高津公民館 9月5日（木） 32
安田地区 安田公民館 9月12日（木） 23
鎌手地区 鎌手公民館 9月19日（木） 18
種地区 種公民館 9月26日（木） 8
北仙道地区 北仙道公民館 10月3日（木） 19
豊川地区 豊川公民館 10月10日（木） 24
豊田・高城地区 豊田公民館 10月24日（木） 23
匹見上地区 匹見タウンホール 10月25日（金） 12
吉田地区 吉田公民館 10月29日（火） 25
二条地区 二条公民館 10月31日（木） 24
道川地区 道川公民館 11月7日（木） 10
中西地区 中西公民館 11月12日（火） 18
二川地区 二川公民館 11月19日（火） 7
匹見下地区 匹見下公民館 11月21日（木） 15
美濃地区 美濃公民館 11月28日（木） 17
小野地区 小野公民館 12月5日（木） 39
東仙道地区 東仙道公民館 1月16日（木） 10
都茂地区 都茂公民館 1月23日（木） 11

計20地区 389

説明会の様子（小野地区）

※上記20地区での説明の他、⾃治会や⾃主防災組織、団体等への出
前講座でもハザードマップについての説明を⾏った。（約10か所）

平成31年3⽉に作成し5⽉末に市内全⼾配布した益⽥市防災ハザードマップについて住⺠説明会を実施した。

●公民館単位で実施
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益 田 市防災教育や防災知識の普及
⽇ 時 ６⽉２⽇
場 所 明⾒団地集会所
内 容 図上訓練

明⾒団地⾃主防災組織の役員を対象としてHUG「避難所運営ゲーム」訓練を
実施した。

参加者 １０⼈

⽇ 時 ６⽉５⽇
場 所 益⽥養護学校
内 容 避難訓練

養護学校の避難訓練に参加し、避難完了後、参加者に対して避難する際の⼼構え
や⾮常⽤持ち出し品の紹介等の講話を⾏った。

参加者 １３０⼈

⽇ 時 ９⽉２０⽇
場 所 益⽥中学校
内 容 防災講座

吉⽥公⺠館、益⽥消防署と合同で、益⽥中学校1年⽣を対象に防災学習を実施した。
・防災講話・⾮常⾷炊き出し体験・段ﾎﾞｰﾙﾍﾞｯﾄ等設営体験・消⽕訓練、煙体験ハウス

参加者 １４０⼈（１年⽣）

⽇ 時 ７⽉２０⽇
場 所 ⾼齢者交流ハウス（おしゃべりカフェあんず）
内 容 防災講座

防災をテーマに講座を開催。地域にどのような危険があるのか、
⽇ごろからの備え（避難情報、地域連携、備蓄⾷）について講座を開催した。

参加者 ２０⼈

⽇ 時 ６⽉２７⽇
場 所 吉⽥⼩学校
内 容 防災学習〜防災まち歩き〜防災マップ作成

ＮＰＯ法⼈防災⽀援センターの協⼒を頂き、防災まち歩きを実施。まち歩きの前段として、
４年⽣全体に講話し、次にクラスごとに分かれて学校近くの地区をめぐり、まち歩きのポイ
ントを説明、それぞれで危険箇所をチェックした。⼦どもたちは⽔害や地震など防災の視点
で町を⾒ることの⼤切さを学習し、この結果は地域の防災マップとして作成した。

参加者 １０７⼈（４年⽣）
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（２）令和２年度の実施予定



マイハザードマップ及びマイタイムラインの普及
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堤防が決壊し浸⽔が発⽣
する被災シナリオを設定

減災対策訓練

排⽔作業準備計画の検証
のための訓練実施
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まるごとまちごとハザードマップ
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（３）今後のスケジュール



令和２年２⽉13⽇
協議会

令和２年１⽉２９⽇
幹事会

令和元年度の取組状況の報告（優先的検討課題を中⼼）
今後のスケジュール

令和元年５⽉３１⽇
協議会

（１）⽔害タイムラインの試⾏運⽤⽅法について
（２）減災対策の優先検討課題について

緊急⾏動計画を踏まえた取組内容（実施⽅針）の変更、平成３０年度の取組
状況（フォローアップ）、令和元年度の取組確認 等

令和元年度の取組状況の報告（優先的検討課題を中⼼）
今後のスケジュール

今後のスケジュール（案） （令和２年度協議会開催まで）

令和元年 7⽉11⽇
幹事会

令和元年 7⽉26⽇
担当者会議

令和元年７⽉30⽇
担当者会議

令和元年8⽉2⽇
担当者会議

令和２年５⽉
協議会

令和２年４⽉
幹事会

令和元年度の取組状況の報告及びフォローアップ
令和２年度の取組確認
今後のスケジュール

令和元年度の取組状況の報告及びフォローアップ
令和２年度の取組確認
今後のスケジュール

優先的検討課題の実施
●多機関連携型のタイムライン
●学校向け防災教育（川本⼩学校の防災授業の⽀援︓理科）
●学校向け防災教育（川本⼩学校の防災授業の⽀援︓社会）
●企業向け防災教育（安野産業を対象とした防災講座の実施）
●企業向け防災教育（ゆめタウン益⽥を対象とした防災講座の実施）
●定住外国⼈を対象にした防災教育（やさしい⽇本語講座︓江津市）
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